平成１８年度神奈川県ジュニアリーダー大会　第1回実行委員会

参加者：笠倉・増井・関口・小池・池西・柳下・矢作・神名部・岩倉・根元・井上・佐藤・辻・橘（実行委員14名）
山上会長・原さん・小倉さん
見学１名
場所：スカウト会館第１会議室
日時：平成１８年５月１３日　１４：００～１７：００

１．開会
2． 県子連会長挨拶
　今までのメンバーに加え、１年生が入ってシニアが充実したと思う。第２回大会を成功させれば次回以降に良いつながりが期待できる。また、失敗すれば今までの成果が水の泡になってしまう。第２回大会を慎重に取り仕切ってほしい。今年度は厚木市での開催。厚木市青少年課の桜井さんにお手伝い頂いている。
19年度の関ブロ育成研が神奈川県で開催される、シニアに手伝ってもらう予定。
本年度も力石理事がＪＬ担当をされる予定。

３．自己紹介

　　端から順番に自己紹介

４．協議事項
1 大会趣旨説明・確認

増井より大会の趣旨その他を説明。（Ｐ１～Ｐ２）
2 予算案

関口より、昨年度の収支についての説明。また本年度の予算概要を説明。（Ｐ７～Ｐ８）
昨年度との違い

　昨年度は食材を外の店で購入し、食事係にお願いして作ってもらったが、今回の施設は食堂での飲食・もしくは野外炊事となる。

　施設使用料と宿泊料は、厚木市・厚木市子連・厚木市ＪＬＣ等との共催により免除となる。（個人負担はリネン費のみ）
3 大会開催要項

　　　申込締切　　７／２８　振込み期限　８／３１　は変更なし。
　　　報告書を見ながら昨年の流れを説明

　　　（各プロでのねらい・やったこと）

　　＊第１回大会　

全体としては「ねらい」をもってＪＬ活動を行っていけるようになってほしいという考えのもと、プログラムを１泊２日の企画。メインとしてはプロ③のグループ別討論。初めて会ったその晩には班での話し合いとなるので、夜までには話し合いが出来る状態にまで班で打ち解けあう必要があった。
その為にプロ①では班での交流をメインにおいたプログラムを展開。またこのプログラムでは、参加者がゲームによって仲良くなったことへ気付くことを期待し、プロ①前に自己紹介や班交流などの時間は持たなかった。
夕食前の班交流では、班で仲良くなっていることに気付いてほしかった。しかし、大会前からの知り合い同士で話す光景が目に付いた。
プロ②では、全体での交流がないので、キャンドルファイヤー独特の雰囲気で、全体の一体感を作り出した。時間設定が企画段階より短めに設定したこと、またスタッフ同士の打ち合わせ不足もあり、予定を大幅に早めてしまう結果となった。
メインのプロ③では、模擬子ども会のお楽しみ会を班でねらいを持って企画をしてもらった。何かを企画する時、ただリーダーがやりたいことを並べた企画ではなく、参加者に「こうなってほしい」というねらいを持ったイベントを展開していってほしいと考えた。

プロ④で各班が作った企画を発表し、最後に笠倉が作成した「かながわ」のあいうえお作文を用いた標語を唱和した。
プロ⑤で川井担当の運動会で、最後に楽しくあそんで帰ってもらった。
昨年度参加者だったスタッフからの感想

・　キャンドルは微妙だった

・　グループワークはかなり濃いものが出来た。

　　中学２年生に対しての設定
　　　入会した時期によって差異はあるが、基本的に活動年数が１年以上の者に参加してほしいという考え。

　　　１年に満たなくても、来たい気持ちがあれば受け入れる。

　　自己紹介カードについて

　　　昨年度はとりあえず試しに作成し、必要性を協議しようということになっていた。

・　大会当日の班交流の時間に利用。あってよかった（参加者側）
　　　・　似顔絵とあいうえお作文は重要。
　　　

今回は一人ひとりのサイズを昨年度の半分にし、以下だけを書いてもらう。
名前・ニックネーム・都市・学年・あいうえお作文（ななさわ）・似顔絵

開催通知
山上会長より

共済名義をいただく関係で大体のプログラム・開催要項・予算案必要
→今月中には必要書類を製作する。
宿泊室は朝９時までに退室（井上・佐藤＠七沢施設職員より）

· 主催・共催（予定）を掲載

· 参加費を２５００円にする。（リネン費＋３食で１，８８０円＋α）

· 参加者数は６０人のまま。
· プログラムは前回大会のものを流用し、就寝時間だけ２２時に変更。

4 第２回大会におけるねらい

　　　宿題にし、次回の実行委員会で協議。
5 県ＳＬ組織について

山上会長より
県のＳＬ組織を作っていく話に。ＪＬ大会を定例化して運営、県子連の事業のお手伝い。
２１日の県子連総会で規約改正。シニア組織を提起。
力石ＪＬ担当に、ＳＬの担当をしていただく予定。

　　　メリット　　会議の定期化、同時進行で話し合いをすすめていける（第２回と第３回の話し合いを並行）。地元での活動の場がない人に提供が出来る。
　　　デメリット　地元がないがしろになる恐れ。

　　　具体的な話は、今後も継続的に行う。

6 19年度関ブロ育成研について

山上会長より

今まで運営委員会を２回開催。

日にちは2007/10/28（日）～29（月）。会場は国際会議室。
ジュニア・シニアの関わり方は秋までに検討。

今後、運営委員会の話しを受け、ＳＬとしてどういった準備が必要か考えていく。

また、個人としても大会、育成研など様々な行事にどれだけ関われるかを考えましょう。

５．その他

1 次回以降の日程確認
６／　４　17時～21時　横浜・サポートセンター　　　　　　　ねらいについて
６／１１　午前 　　　　厚木・七沢自然ふれあいセンター　　　下見
　　　　　午後 　　　　厚木・ヤングコミュニティーセンター　会議

７／　８　10時～19時　横浜・スカウト会館　　　　　　　　　会議
　　　　　　　＊　午後、関ブロ・中央大会の事前研修会開催（ＫＹＴ講師に数名参加）
宿題

４日の会議までに第２回大会のねらいとそれに応じたプログラムを考えてくる。

